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彙
報
（
二
〇
一
八
年
度
） 

  

†	

教
員
関
係 

 

二
〇
一
八
年
四
月 

 

垣
内
景
子
教
授
（
専
攻
主
任
）、
合
田
正
人
教
授
、
志
野
好
伸
教
授
、
池

田
喬
准
教
授
、
坂
本
邦
暢
講
師
の
五
名
の
専
任
教
員
で
哲
学
専
攻
が
発

足
。 

二
〇
一
八
年
度
兼
任
講
師
（
哲
学
専
攻
設
置
科
目
） 

 

渡
邉
和
典
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
歴
史
と
哲
学
」） 

  

†	

学
生
関
係 

 

二
〇
一
八
年
四
月 

 

第
一
期
と
し
て
四
十
二
名
入
学
。 

  

†	

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
な
ど 

 

二
〇
一
八
年
四
月
十
四
日 

 

哲
学
専
攻
発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
な
ぜ
、
今
、
哲
学
な
の
か—

発

言
す
る
哲
学
、
越
境
す
る
哲
学
」 

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

リ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル 

登
壇
者 

第
一
部
、
宮
﨑
裕
助
氏
、
國
分
功
一
郎
氏
、
河
野
哲
也
氏
、

池
田
喬
、
坂
本
邦
暢
／
第
二
部
、
末
木
文
美
士
氏
、
中
島
隆
博
氏
、

垣
内
景
子
、
合
田
正
人
、
志
野
好
伸 

二
〇
一
八
年
四
月
二
十
六
日 

 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ケ
プ
ネ
ス
教
授
講
演
会
「
ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ー
ヘ
ン
と

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
他
者
」（
後
援
：
京
都
ユ
ダ
ヤ
思
想
学
会
） 

 

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
一
一
二
三
教
室 

二
〇
一
八
年
七
月
三
十
一
日 

 

小
坂
井
敏
晶
氏
講
演
会
「
内
部
神
話
と
心
理
学
の
ア
ポ
リ
ア
」（
主
催
：

明
治
大
学
文
学
部
心
理
社
会
学
科
） 

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ
ン
ト
四
〇
三
Ｄ
教

室 

二
〇
一
八
年
八
月
二
十
六
日 

 

日
本
哲
学
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
学
会
第
一
回
大
会
開
催 

 

明
治
大
学
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス 

第
一
校
舎 

二
〇
一
八
年
九
月
七
日 

 

日
仏
哲
学
会
二
〇
一
八
年
秋
期
研
究
大
会
プ
レ
イ
ヴ
ェ
ン
ト
企
画
「
見

果
て
ぬ
哲
学 

林
達
夫
、
中
村
雄
二
郎
、
市
川
浩
、
そ
し
て
」 

 
登
壇
者 

第
一
部
、
合
田
正
人
、
塩
川
徹
也
氏
、
加
國
尚
志
氏
、
土
屋

恵
一
郎
学
長
／
第
二
部
、
菅
野
康
太
氏
、
郡
司
ペ
ギ
オ
幸
夫
氏
、
近
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藤
和
敬
氏 

 
明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ル 

二
〇
一
八
年
九
月
八
日 

 

日
仏
哲
学
会
二
〇
一
八
年
秋
期
研
究
大
会
開
催 

 

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー 

二
〇
一
八
年
十
月
三
日 

 

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ウ
ル
ス
・
ゾ
マ
ー
教
授
講
演
会
「
冒
険
と
し
て
の
哲

学
」 

 

明
治
大
学
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス 
メ
デ
ィ
ア
棟
Ｍ
三
〇
三
教
室 

二
〇
一
八
年
十
月
三
日
、
十
七
日
、
二
十
四
日 

 

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ベ
ン
ス
ー
サ
ン
教
授
連
続
セ
ミ
ナ
ー
「
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
連

続
セ
ミ
ナ
ー
」 

 

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ
ン
ト
四
一
五
Ｃ
共

同
演
習
室 

二
〇
一
八
年
十
月
十
日 

 

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
倫
理
と
政
治—

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ベ
ン
ス
ー
サ

ン
を
め
ぐ
っ
て
」 

 

登
壇
者 

ポ
ー
ル
・
オ
ー
デ
ィ
氏
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
セ
バ
ー
氏
、
ラ
フ

ァ
エ
ル
・
ザ
グ
リ
＝
オ
ル
リ
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ベ
ン
ス
ー
サ
ン
氏
、

合
田
正
人 

 

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
一
一
四
六
教
室 

二
〇
一
八
年
十
一
月
十
五
日
、
十
六
日 

 
  C

olloque: Q
u'est ce qu'une république juste ? Actualité de C

harles 

R
enouvier (1815-1903) 

（C
ED

R
E-PSL

主
催
、
明
治
大
学
共
催
） 

 

登
壇
者 

合
田
正
人 

他 
EN

S Salle 236 bâtim
ent Jaurès (Paris) 

二
〇
一
八
年
十
二
月
六
日 

 

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
氏
講
演
会
「
あ
る
哲
学
的
道
程—

ス
ピ
ノ

ザ
の
存
続
」 

 

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

リ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル 

二
〇
一
八
年
十
二
月
十
一
日 

 

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
氏
名
誉
博
士
学
位
授
与
記
念
講
演
会
「
非
暴

力
・
哀
惜
と
個
人
主
義
批
判
」 

 

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

リ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル 

二
〇
一
八
年
十
二
月
十
三
日 

 

レ
イ
ン
・
ラ
ウ
ド
氏
講
演
会 

「
東
ア
ジ
ア
の
言
語
意
識
と
哲
学
的
思
考
」 

 

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
一
〇
七
三
教
室 

二
〇
一
九
年
一
月
十
四
日 

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
有
限
性
の
問—

存
在
・
言
葉
・

死
」 

 

登
壇
者 

小
田
切
建
太
郎
氏
、
池
田
喬
、
松
本
直
樹
氏
、
合
田
正
人 

 

明
治
大
学
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス 

メ
デ
ィ
ア
棟
Ｍ
四
〇
六
教
室 

  

†	

そ
の
他 
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二
〇
一
八
年
五
月 

『
い
ま
、
哲
学
が
始
ま
る
。 

明
大
文
学
部
か
ら
の

挑
戦
』発
刊（
明
治
大
学
出
版
会
）。専
任
教
員
全
員
に
よ
る
共
同
執
筆
。 

 


